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東
北
地
方
の
三
陸
沖
を
中
心
と
す
る
マ
グ

ニ
チ
ュ
ー
ド
９
・
０
（
震
源
域
・
南
北

４
５
０
㌔
、
東
西
１
５
０
㌔
）
の
巨
大
な
東

日
本
大
震
災
は
、
２
０
１
１
年
３
月
11
日
午

後
２
時
46
分
に
発
生
。
岩
手
、
宮
城
、
福
島

３
県
の
太
平
洋
岸
で
津
波
に
よ
る
死
者
・
行

方
不
明
を
中
心
に
１
都
９
県
で
約
１
万
９
千

人
が
犠
牲
と
な
っ
た
。
ま
た
、
被
災
し
た
東

京
電
力
福
島
第
一
原
発
で
爆
発
が
起
き
、
高

濃
度
放
射
能
が
飛
散
。
さ
ら
に
炉
心
溶
融
も

確
認
さ
れ
て
、
レ
ベ
ル
７
の
深
刻
な
事
態
か

ら
周
辺
住
民
の
避
難
や
、
拡
散
さ
れ
た
放
射

性
物
質
が
本
県
の
一
部
農
産
物
か
ら
も
検
出

さ
れ
る
影
響
が
出
た
。

　

県
内
で
は
桐
生
で
震
度
６
弱
を
記
録
し
た

が
、
発
生
直
後
か
ら
保
存
食
や
水
、
毛
布
、

で
が
れ
き
撤
去
、
泥
出
し
に
活
動
し
た
。
ま

た
会
独
自
で
８
人
が
７
月
に
レ
ン
タ
カ
ー
利

用
を
利
用
し
て
２
泊
３
日
（
秋
保
温
泉
に
自

費
で
宿
泊
）
で
仙
台
、
石
巻
両
市
、
亘
理
町

で
活
動
し
た
。
８
月
に
は
、
豪
雨
に
よ
る
新

潟
県
三
条
市
、
南
魚
沼
市
の
家
屋
浸
水
で
県

社
協
が
実
施
し
た
日
帰
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

約
30
人
が
参
加
、
炎
天
下
で
汗
を
流
し
た
。

衣
類
な
ど
２
８
０
㌧
の
救
援
物
資
が
集
ま
っ

た
ほ
か
、
多
額
の
義
援
金
が
被
災
地
に
届
け

ら
れ
た
。
こ
の
ほ
か
、
原
発
事
故
で
放
射
能

の
汚
染
が
心
配
さ
れ
た
避
難
者
も
ピ
ー
ク
時

に
は
３
千
７
百
人
余
り
を
受
け
入
れ
た
。

　

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ぐ
ん
ま
会
員
の
活
動

と
し
て
は
、
い
ち
早
く
個
人
で
被
災
地
に
駆

け
つ
け
た
人
が
多
か
っ
た
が
、
県
の
要
請
で

前
橋
・
県
消
防
学
校
や
元
保
育
大
学
校
で
の

救
援
物
資
の
積
み
下
ろ
し
（
３
～
４
月
。
参

加
者
19
人
）
高
崎
・
西
部
行
政
事
務
所
で
の

救
援
物
資
の
受
付
、
仕
分
け
（
同
。
29
人
）

の
ほ
か
、
県
主
催
の
宮
城
県
石
巻
市
へ
の

「
県
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
で
、
各
班
の
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
23
人
が
参
加
（
４
～
５
月
）。

バ
ス
内
な
ど
で
の
宿
泊
と
い
う
厳
し
い
状
況

　

平
成
23
年
度
総
会
は
５
月
14
日
、
県
庁
で

開
か
れ
、
22
年
度
事
業
報
告
と
収
支
報
告
、

23
年
度
の
事
業
計
画
、
収
支
予
算
を
そ
れ
ぞ

れ
承
認
。
ま
た
、
役
員
改
選
で
は
四
方
浩
会

長
、
児
玉
三
郎
理
事
長
の
再
任
、
片
田
敏
孝

理
事
（
群
馬
大
学
大
学
院
教
授
）
の
副
理
事

長
就
任
を
決
め
た
ほ
か
、
辞
退
を
申
し
出
た

４
人
を
除
く
理
事
の
再
任
が
承
認
可
決
さ
れ

た
。
任
期
は
23
、
24
年
度
の
２
年
間
。

　

続
い
て
前
橋
地
方
気
象
台
長
・
高
橋
清
利

氏
が
﹃
群
馬
県
の
自
然
災
害
﹄
と
題
し
て
記

念
講
演
。「
浅
間
、
草
津
白
根
に
代
表
さ
れ
る

火
山
は
、
観
光
資
源
と
と
も
に
災
害
の
危
険

性
も
あ
る
」
と
、
噴
火
や
地
震
、
豪
雨
な
ど

自
然
災
害
の
脅
威
を
解
説
。
地
滑
り
、
土
石

流
、
泥
流
な
ど
大
雨
に
よ
る
洪
水
に
よ
っ
て

発
生
す
る
災
害
へ
の
注
意
も
喚
起
。
さ
ら
に

予
測
さ
れ
て
い
る
東
海
、
東
南
海
、
南
海
の

地
震
に
つ
い
て
は
、
過
去
に
例
も
あ
り
連
動

す
る
可
能
性
も
あ
り
警
戒
が
必
要
と
述
べ

た
。 高

橋
気
象
台
長
が
講
演

平
成
23
年
度
総
会
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「県民ボランティア」で指導役

人
生
を
見
つ
め
直
す
機
会
に

廣
橋　

善
一(

榛
東
村)

【
５
月
15
日
～
17
日
】

　

想
像
も
で
き
な
い
巨
大
な
津
波
を
受
け
た

被
災
地
で
、
何
か
役
立
つ
こ
と
が
で
き
れ
ば

と
参
加
し
た
。
以
下
は
、
人
生
を
見
つ
め
直

す
機
会
と
も
な
っ
た
報
告
。

　

朝
６
時
、
Ｊ
Ｒ
新
前
橋
西
口
を
出
発
。
福

島
を
過
ぎ
て
東
北
道
は
80
㌔
の
速
度
規
制
。

橋
な
ど
で
段
差
が
あ
り
、
バ
ス
は
前
後
に
大

き
く
揺
れ
て
仮
眠
も
で
き
な
い
。
正
午
、
石

巻
専
修
大
学
内
の
石
巻
市
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
に
到
着
。
現
地
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
活
動
内
容
を
確
認

後
、バ
ス
内
で
昼
食
を
と
る
。
午
後
１
時
半
、

バ
ス
で
大
街
道
小
近
く
に
向
か
う
。
被
災
者

宅
は
５
人
家
族
で
庭
の
泥
、
物
置
の
廃
棄
雑

誌
な
ど
を
一
輪
車
で
公
道
待
機
の
運
搬
車
ま

で
運
ぶ
。ヘ
ド
ロ
の
悪
臭
が
強
い
。２
時
間
後
、

作
業
終
了
。
40
代
の
家
主
か
ら
一
階
は
水
没
、

二
階
の
屋
根
に
上
が
っ
て
助
か
っ
た
、と
聞
く
。

夜
は
参
加
者
有
志
数
人
と
テ
ン
ト
内
で
懇
談
。

　

翌
朝
4
時
、
約
５
㌔
歩
い
て
漁
港
ま
で
現

実
と
は
思
え
な
い
被
災
光
景
を
見
に
行
く
。

７
時
、
食
事
の
準
備
と
昼
食
づ
く
り
。
８
時

バ
ス
で
移
動
。側
溝
の
水
は
詰
ま
っ
た
ま
ま
。

昨
日
近
く
で
広
大
な
敷
地
の
自
治
会
役
員
宅

（
一
階
は
す
べ
て
水
没
）と
畑
に
、
事
務
局
を

含
め
参
加
者
22
人
と
個
人
参
加
の
７
人
が
昼

食
時
間（
一
時
間
半
）を
除
い
て
午
後
４
時
ま

で
海
砂
、
古
紙
、
黒
色
ヘ
ド
ロ
、
粘
土
性
泥

の
四
層
の
泥
出
し
作
業
に
あ
た
る
。

　

数
日
前
か
ら
土
建
会
社
の
８
人
が
重
機
二

台
、
ダ
ン
プ
二
台
で
作
業
し
て
い
た
が
、
製

紙
工
場
か
ら
の
古
紙
流
出
に
よ
る
ヘ
ド
ロ
の

集
積
に
手
間
取
っ
て
い
た
。
庭
木
も
雑
草
も

塩
水
で
枯
れ
て
い
た
。
夕
方
５
時
、
テ
ン
ト

内
で
の
食
事
準
備
中
、
仲
間
一
人
が
強
風
で

沸
か
し
た
湯
を
足
に
か
け
て
火
傷
を
す
る
ア

ク
シ
デ
ン
ト
。
救
急
車
で
病
院
へ
。
経
過
観

察
で
“
泊
ま
り
”
と
な
っ
た
。

　

３
日
目
も
４
時
起
床
。
大
学
構
内
を
散
歩

し
て
一
緒
の
参
加
者
と
意
見
交
換
。
８
時
バ

ス
出
発
、
途
中
か
ら
徒
歩
で
15
分
か
け
て
被

災
者
宅
へ
。
男
８
人
、
女
２
人
で
家
具
の
ば

ら
し
、
押
入
れ
、
仏
壇
の
片
付
け
を
家
主
に

確
認
し
な
が
ら
作
業
し
た
。
ト
イ
レ
は
歩
い

て
10
分
余
の
小
学
校
。
11
時
40
分
終
了
、
バ

ス
で
初
め
て
手
作
り
む
す
び
を
食
べ
る
。

［
現
場
で
感
じ
た
こ
と
］
持
参
の
装
備
品
、

宿
泊
方
法
、自
己
紹
介
、コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

間
の
引
継
ぎ
、
活
動
の
継
続
な
ど
沢
山
あ
っ

た
が
、
ど
う
す
れ
ば
役
立
つ
の
か
自
問
自
答

し
な
が
ら
作
業
し
ま
し
た
。

【
４
月
20
日
～
22
日
】

　

降
雪
も
あ
り
、
朝
晩
は
冷
え
込
ん
だ
が
、

装
備
を
揃
え
て
い
た
の
で
大
丈
夫
だ
っ
た
。

現
地
の
様
子
が
分
か
ら
ず
、
個
人
の
荷
物
が

多
か
っ
た
が
、
水
の
確
保
だ
け
で
も
や
っ
て

も
ら
え
れ
ば
あ
り
が
た
か
っ
た
。
バ
ス
泊
の

人
が
多
か
っ
た
が
、
体
力
の
回
復
を
考
え
る

と
、
持
参
し
た
テ
ン
ト
で
体
を
伸
ば
せ
て
快

適
だ
っ
た
。
初
日
は
午
後
、
３
日
目
は
午
前
だ

け
、作
業
効
率
か
ら
３
泊
４
日
が
良
い
か
な
？

【
４
月
22
日
～
24
日
】

　

県
民
か
ら
募
っ
て
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

な
の
で
、
派
遣
前
に
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

を
行
う
べ
き
だ
っ
た
。
現
地
で
「
ど
う
す
れ

ば
よ
い
の
か
？
」「
そ
れ
で
は
わ
か
ら
な
い
」

と
言
っ
た
発
言
や
、
指
示
待
ち
の
光
景
が
見

ら
れ
た
。
ま
た
、
被
災
地
を
携
帯
や
カ
メ
ラ

で
撮
影
、
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
で
の
ゴ
ミ
廃
棄

も
見
う
け
ら
れ
た
。
現
地
で
経
験
あ
る
サ

ポ
ー
ト
役
の
会
員
も
必
要
で
は
な
い
か
。

【
４
月
24
日
～
26
日
】

　

が
れ
き
の
処
理
、家
屋
の
清
掃
な
ど
し
た
。

昼
食
時
の
降
雨
で
30
分
待
機
し
て
雨
上
が
り

後
に
続
行
し
た
り
、
交
通
渋
滞
を
避
け
る
た

め
参
加
者
の
総
意
に
よ
り
６
時
半
出
発
で
活

動
し
た
り
、
効
率
的
に
や
れ
た
。
被
災
者
の

気
持
ち
を
尊
重
し
た
支
援
活
動
が
達
成
で
き

た
と
思
う
。
切
り
傷
に
備
え
て
破
傷
風
の
予

防
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
呼
び
か
け
の
配
慮
も
考

慮
し
て
、
ま
た
の
参
加
に
備
え
て
い
る
。

【
４
月
26
日
～
28
日
】

　

派
遣
方
法
は
良
か
っ
た
と
思
う
。
コ
ン
ビ

ニ
も
営
業
し
て
い
た
し
、
水
も
使
え
た
。
泥

か
き
作
業
を
20
人
一
緒
で
の
移
動
だ
っ
た

が
、
で
し
ゃ
ば
ら
な
い
で
出
来
る
範
囲
で
や

れ
れ
ば
よ
い
。
３
泊
で
も
良
か
っ
た
か
な
。

【
４
月
26
日
～
28
日
】　

　

個
人
で
行
く
に
は
い
ろ
い
ろ
出
費
も
掛
か

る
し
心
細
い
。
継
続
し
て
バ
ス
を
仕
立
て
て

行
け
る
よ
う
に
し
て
欲
し
い
。
バ
ス
内
で
の

宿
泊
で
い
び
き
の
迷
惑
を
か
け
た
の
で
、
テ

ン
ト
を
購
入
し
て
次
回
に
備
え
て
い
る
。
現

地
は
ま
だ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
不
足
し
て
い
る

し
、
や
る
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
る
と
思
う
。

連
帯
感
を
も
っ
て
活
動
で
き
た
。

【
５
月
11
日
～
13
日
】

　

総
会
で
参
加
希
望
者
か
ら
不
満
の
意
見
が

あ
っ
た
が
、
募
集
に
際
し
て
装
備
所
有
の
有

無
や
年
齢
制
限
な
ど
明
示
す
べ
き
。
大
人
数

と
小
規
模
で
違
う
が
、
事
務
局
が
会
員
の
持

病
も
含
め
個
人
情
報
、
装
備
品
を
掌
握
し
て

い
れ
ば
、ス
ム
ー
ズ
に
派
遣
で
き
る
。
ま
た
、

今
回
の
参
加
者
を
核
と
し
た
リ
ー
ダ
ー
の
育

成
と
選
任
な
ど
、
組
織
の
強
化
、
連
帯
感
の

育
成
も
や
っ
て
欲
し
い
。

【
５
月
13
日
～
15
日
】

　

自
主
的
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
は
初
め
て
。

同
じ
班
の
方
々
な
ど
、
大
変
お
世
話
に
な
っ

た
。
疲
れ
を
考
え
る
と
、バ
ス
泊
は
き
つ
い
。

２
日
目
夜
は
テ
ン
ト
を
貸
し
て
頂
い
た
が
、

事
前
に
情
報
や
ア
ド
バ
イ
ス
を
聞
い
て
い
れ

ば
、よ
り
よ
い
状
態
で
活
動
で
き
た
と
思
う
。

【
５
月
13
日
～
15
日
】

　

個
人
で
４
月
に
２
泊
３
日
で
石
巻
に
行

き
、
民
家
の
家
具
の
片
付
け
、
ヘ
ド
ロ
出
し

を
や
っ
た
。
慣
れ
て
い
る
人
も
多
く
て
臨
機

応
変
で
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
良
か
っ
た
が
、
県

主
催
で
は
バ
ス
の
用
意
で
費
用
が
非
常
に
少

な
く
、
県
民
同
士
で
連
帯
感
も
あ
っ
て
ス

で
き
る
範
囲
で
や
れ
ば
良
い

今
井　

賢
治(

高
崎
市)

指
導
の
サ
ポ
ー
ト
役
が
必
要

飯
塚　

淳
子(

前
橋
市)

効
率
的
な
活
動
で
き
た

小
野
澤
俊
一(

藤
岡
市)

連
帯
感
も
っ
て
活
動
で
き
た

泉
田　

忠
晴(

前
橋
市)

事
前
の
情
報
を
も
っ
と

砂
賀
美
絵
子(

桐
生
市)

普
段
の
実
地
訓
練
も
必
要

木
嶋　

政
一(

渋
川
市)

テ
ン
ト
持
参
し
て
良
か
っ
た

石
田　
　

栄(

高
崎
市)

募
集
で
資
格
、
要
綱
の
明
示
も

堀
越　

泰
久(

高
崎
市)
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レンタカー利用で支援活動
【
７
月
19
日
～
21
日
】

　

最
初
の
２
日
間
は
、
発
生
か
ら
４
か
月
余

り
経
過
し
て
い
る
の
に
水
田
に
は
漂
着
物
が

散
乱
し
た
ま
ま
の
仙
台
市
宮
城
野
区
で
援
農

作
業
と
、
ボ
ラ
セ
ン
で
の
バ
ス
、
支
援
車
の

清
掃
。
３
日
目
は
亘
理
町
の
民
家
の
床
を
剥

が
し
て
泥
か
き
。
い
ず
れ
も
各
地
か
ら
集

ま
っ
た
若
い
人
と
一
緒
で
、
女
性
一
人
の
参

加
も
。
遠
隔
地
ナ
ン
バ
ー
の
車
も
多
く
、
広
場

に
は
テ
ン
ト
も
目
立
ち
、
心
を
動
か
さ
れ
た
。

【
７
月
19
日
～
21
日
】　

　

被
災
地
入
り
は
県
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど

4
回
目
だ
っ
た
。
仙
台
ボ
ラ
セ
ン
は
ま
も
な

く
閉
鎖
と
か
で
作
業
も
落
穂
拾
い
的
だ
っ
た

が
、
ま
だ
床
下
の
か
き
出
し
を
し
て
い
る
所

も
。
田
ん
ぼ
の
滞
留
物
も
行
政
任
せ
だ
っ
た

り
、
ボ
ラ
セ
ン
が
関
わ
っ
た
り
。「
マ
ニ
ュ

ア
ル
あ
っ
て
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
な
し
」
の
意
味

が
よ
く
分
か
っ
た
。
以
前
の
研
修
で
「
災
害

ボ
ラ
の
登
録
は
役
に
立
た
な
い
」
と
聞
い
て

理
解
で
き
な
か
っ
た
が
、
今
回
の
自
主
参
加

で
、
待
っ
て
い
て
は
何
も
動
け
な
い
事
だ
と

分
か
っ
た
。
こ
の
経
験
を
無
駄
に
し
な
い
で

無
理
な
く
実
践
し
、語
り
継
い
で
い
き
た
い
。

【
７
月
19
日
～
21
日
】

　

県
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
４
月
と
５
月
に
石

巻
に
行
っ
た
。
同
行
者
に
若
者
が
多
く
、
女

性
と
も
声
を
掛
け
合
い
、
呼
吸
を
合
わ
せ
て

各
地
か
ら
の
若
者
と
汗
流
す

星　
　

雄
二(

高
崎
市)

経
験
を
無
駄
な
く
実
践
す
る

細
金　

義
光(

太
田
市)

少
し
の
努
力
で
役
立
っ
た

木
内　

俊
三(

前
橋
市)

ム
ー
ズ
に
活
動
で
き
た
。
本
当
に
必
要
な
救

援
、
支
援
を
今
後
も
や
っ
て
も
ら
い
た
い
。

普
段
の
実
地
研
修
も
必
要
だ
。

【
４
月
26
日
～
28
日
、
５
月
15
日
～
17
日
】

　

行
程
は
２
泊
３
日
が
ベ
ス
ト
。
永
続
的
な

支
援
活
動
の
た
め
参
加
者
に
金
銭
的
な
負
担

を
求
め
る
こ
と
も
。
ま
た
作
業
を
円
滑
に
行

う
た
め
に
指
揮
者
を
明
確
に
し
て
、
作
業
終

了
後
に
は
反
省
会
を
開
く
な
ど
、
初
日
の
現

地
へ
向
か
う
バ
ス
車
内
で
は
っ
き
り
さ
せ
る

必
要
性
を
感
じ
た
。

【
４
月
24
日
～
26
日
、
５
月
15
日
～
17
日
】

　

長
距
離
を
バ
ス
で
移
動
す
る
な
ど
、
体
力

や
持
物（
寝
袋
、
毛
布
、
着
替
え
、
食
料
）
を

考
え
る
と
、
２
泊
３
日
が
適
当
だ
っ
た
。
道

路
が
ヘ
ド
ロ
の
泥
沼
、
側
溝
を
埋
め
る
が
れ

き
、民
家
床
下
の
泥
だ
し
、き
つ
い
作
業
だ
っ

た
。
４
月
は
飲
む
だ
け
で
な
く
、
手
を
洗
う

水
も
な
く
て
辛
か
っ
た
が
、
５
月
は
活
動
現

場
近
く
に
タ
ン
ク
が
設
置
さ
れ
て
い
た
。

【
４
月
22
日
～
24
日
、
５
月
13
日
～
15
日
】

　

泥
出
し
な
ど
肉
体
労
働
は
若
い
人
向
き
。

も
っ
と
参
加
し
て
も
ら
い
た
い
。
気
に
な
っ

た
の
は
、
同
行
の
県
職
員
。
素
人
？
な
の
か
、

現
地
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
任
せ
で
、
持
参

し
て
い
た
は
ず
の
装
備
品
の
引
継
ぎ
も
な

い
。
せ
め
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る

努
力
は
し
て
欲
し
か
っ
た
。

き
つ
い
作
業
だ
っ
た

須
田　

愛
子(

み
ど
り
市)

若
い
人
の
参
加
を
期
待

鬼
形　

武
明(

吉
岡
町)

で
き
た
。
作
業
着
の
悪
臭
で
バ
ス
で
の
宿
泊

は
き
つ
く
、
私
は
２
泊
３
日
が
限
度
。

　

レ
ン
タ
カ
ー
で
の
２
日
間
は
仙
台
市
内
。

津
波
に
あ
っ
た
畑
の
除
草
作
業
。
家
屋
や
倒

木
、
舟
な
ど
は
片
付
い
て
い
た
が
、
小
物
類

は
散
乱
し
た
ま
ま
。
草
刈
用
の
刃
物
は
錆
び

て
い
た
。
拾
い
集
め
ら
れ
た
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ

ス
の
金
具
も
洗
っ
た
が
、
使
用
で
き
な
い
部

品
も
。
資
源
の
大
切
さ
と
必
要
さ
を
痛
感
し

た
。
３
日
目
は
亘
理
町
で
の
床
下
剥
が
し
と

清
掃
。
被
災
さ
れ
た
家
族
は
「
再
建
は
い
つ

に
な
る
や
ら
」と
言
っ
て
い
た
が
、
あ
せ
ら
ず

少
し
ず
つ
元
気
を
出
し
て
欲
し
い
と
願
っ
た
。

【
７
月
26
日
～
28
日
】

　

初
日
は
仙
台
郊
外
で
二
班
に
別
れ
て
寺
の
泥

だ
し
と
農
家
で
の
草
取
り
。２
日
目
は
降
雨
で
石

巻
で
の
写
真
洗
浄
。３
日
目
は
仙
台
で
津
波
被
害

を
受
け
た
農
業
ハ
ウ
ス
の
解
体
、撤
去
と
周
辺
の

畑
の
草
刈
。
体
力
が
必
要
な
場
所
も
あ
っ
た
が

選
別
で
き
た
。自
分
た
ち
で
車
を
運
転
。
場
所
も

当
日
、
受
付
で
確
認
し
て
現
場
に
向
か
っ
た
が
、

カ
ー
ナ
ビ
は
万
能
で
な
く
渋
滞
も
あ
り
、
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
の
良
さ
と
臨
機
応
変
で
活
動
で
き

た
。
今
回
の
経
験
を
周
り
の
人
に
伝
え
た
い
。

【
７
月
26
日
～
28
日
】　

　

石
巻
で
の
県
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
４
月
、

５
月
に
行
っ
た
が
、
現
地
で
は
日
時
の
経
過

と
と
も
に
ニ
ー
ズ
が
変
化
し
て
い
た
。
津
波

で
流
さ
れ
た
ア
ル
バ
ム
か
ら
写
真
や
手
紙
を

剥
が
し
て
バ
ク
テ
リ
ア
に
侵
食
さ
れ
た
部
分

を
刷
毛
で
洗
い
落
と
し
て
乾
か
す
作
業
も

や
っ
た
。
整
理
の
終
わ
っ
た
展
示
室
で
、
訪

れ
た
被
災
者
が
「
あ
っ
！
」
と
手
に
す
る
姿

を
目
に
し
て
、
ま
だ
持
ち
主
が
現
れ
な
い
写

真
や
ラ
ン
ド
セ
ル
に
胸
が
詰
ま
る
思
い
だ
っ

た
。
同
時
に
必
要
と
さ
れ
る
人
手
が
ま
だ
ま

だ
足
り
な
い
こ
と
を
実
感
。
世
代
や
体
力
に

応
じ
て
現
地
に
立
ち
、
絶
対
に
見
捨
て
な
い

姿
勢
を
継
続
す
る
こ
と
が
大
切
と
感
じ
た
。

【
７
月
26
日
～
28
日
】

　

大
震
災
発
生
後
、
役
に
立
つ
こ
と
が
で
き

れ
ば
と
、
年
齢
、
体
力
を
考
え
て
県
内
で
の

支
援
物
資
の
移
送
や
受
付
な
ど
を
や
っ
て
き

た
。
し
か
し
、
報
道
で
悲
惨
な
状
況
を
見
聞

き
し
て
参
加
し
た
。
現
地
に
近
づ
く
に
つ
れ

気
持
ち
が
高
揚
。
未
だ
家
屋
は
破
壊
さ
れ
た

ま
ま
、
田
ん
ぼ
に
は
車
や
樹
木
、
散
乱
し
て

い
る
光
景
を
目
の
当
た
り
に
す
る
と
身
震
い

を
覚
え
た
。
港
町
・
石
巻
の
繁
華
街
は
ま
だ

想
像
を
絶
す
る
壊
滅
状
態
。
現
地
で
活
動
で

き
た
充
実
感
と
、
今
後
自
分
で
出
来
る
事
を

会
得
で
き
た
の
が
大
き
な
収
穫
だ
っ
た
。

【
７
月
26
日
～
28
日
】

　

天
候
に
恵
ま
れ
ず
雨
に
振
り
回
さ
れ
た
が
、

被
災
者
た
ち
に
寄
り
添
い
、
目
線
で
考
え
る

事
が
で
き
た
。
ま
た
各
地
か
ら
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
方
々
の
様
々
な
思
い
に
ふ
れ
る
こ

と
も
。
災
害
ボ
ラ
セ
ン
で
の
感
想
は
、
被
災

者
の
自
立
支
援
を
視
野
に
入
れ
た
ニ
ー
ズ
の

受
け
入
れ
方
を
し
な
い
と
、「
災
害
」
の
終

わ
り
が
見
え
て
来
な
い
の
だ
な
、
と
感
じ
た
。

有
意
義
な
３
日
間
で
し
た
。

周
囲
に
経
験
を
伝
え
た
い

見
野
恵
美
子(

高
崎
市)

で
き
る
こ
と
を
会
得
し
た

阿
部　
　

孝(

前
橋
市)

被
災
者
目
線
で
活
動
で
き
た

千
明　

久
子(

渋
川
市)

現
地
を
絶
対
見
捨
て
な
い

森　
　

優
子(

高
崎
市)

永
続
支
援
で
負
担
求
め
て
も

石
井　

竹
則(

藤
岡
市)
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大
震
災
の
発
生
か
ら
一
年
経
っ
た
。
新
聞
、

テ
レ
ビ
で
は
津
波
で
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け

た
海
沿
い
の
街
の
現
状
を
伝
え
、
ま
た
国
の

復
旧
、
復
興
に
対
す
る
取
り
組
み
な
ど
を
検

証
し
て
い
た
。
何
処
も
ま
だ
緒
に
つ
い
た
ば

か
り
だ
が
、
心
痛
め
た
の
は
高
齢
者
や
障
害

の
あ
る
人
た
ち
の
“
明
日
”。
ど
う
し
た
ら
強

い
意
欲
を
持
っ
て
も
ら
え
る
か
考
え
込
ん
だ
。

深
刻
な
の
は
原
発
に
よ
る
放
射
能
の
影
響
。
避

難
者
の
帰
郷
だ
け
で
な
く
、
農
作
物
の
安
全

性
に
対
す
る
不
安
も
根
強
い
。

　

今
号
は
被
災
地
で
の
活
動
報
告
を
特
集
し

た
。
今
後
に
生
か
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
と

思
う
。
同
じ
声
が
多
く
て
掲
載
で
き
な
か
っ

た
全
員
の
皆
さ
ん
に
は
お
詫
び
し
た
い
。（
Ｍ
）

編
集
後
記

　

東
日
本
大
震
災
に
対
す
る
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
報
告
会
を
11
月
26
日
、
県
庁
で

開
催
。
被
災
地
で
の
活
動
で
感
じ
た
出
来
事

や
課
題
な
ど
を
会
員
ら
41
人
が
語
り
合
っ
た
。

　

報
告
会
は
ま
ず
、
福
島
県
内
で
４
か
月
間

余
り
活
動
し
た
陸
上
自
衛
隊
12
旅
団
の
副
旅

団
長
兼
相
馬
原
駐
屯
地
司
令
・
武
藤
正
美
一

等
陸
佐
が
「
大
規
模
災
害
に
お
い
て
シ
ナ

ジ
ー
効
果
を
発
揮
す
る
た
め
に
」
と
題
し
て

講
演
。
発
災
直
後
に
原
発
周
辺
の
病
院
や
ケ

ア
ホ
ー
ム
な
ど
か
ら
患
者
、
自
力
歩
行
困
難

者
２
千
人
余
り
の
避
難
支
援
。
次
い
で
原
発

で
の
負
傷
者
の
救
出
な
ど
、
想
定
し
て
な
い

手
探
り
状
態
の
中
で
の
活
動
を
写
真
で
見
な

が
ら
説
明
し
た
。
ま
た
、
当
初
１
万
人
以
上

が
避
難
を
拒
否
し
た
原
発
20
㌔
圏
内
住
民
の

説
得
や
誘
導
支
援
、
津
波
に
よ
る
が
れ
き
の

中
で
の
行
方
不
明
者
の
捜
索
で
の
苦
労
話
も

披
露
し
た
。

　

国
が
対
処
す
べ
き
①
災
害
②
事
故
③
事
件

④
主
権
侵
害
と
い
っ
た
予
期
し
な
い
事
態
―

の
危
機
に
は
、
各
種
各
団
体
が
相
乗
効
果
を

発
揮
で
き
る
よ
う
日
ご
ろ
か
ら
訓
練
す
る
な

ど
、
準
備
す
る
こ
と
が
大
切
と
強
調
し
た
。

　

報
告
会
で
は
、
大
震
災
や
新
潟
水
害
へ
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
者
が
、
活
動
し
た
場
所

や
内
容
、
そ
こ
で
経
験
し
た
事
な
ど
を
次
々

に
話
し
、
改
め
て
被
災
者
へ
の
想
い
を
分
け

合
っ
た
。

　

東
京
都
と
小
平
な
ど
四
市
合
同
の
総
合
防

災
訓
練
が
10
月
29
日
、
都
立
小
金
井
公
園
で

実
施
さ
れ
、
会
員
10
人
が
参
加
し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
で
活
躍
し
た
警
察
や
消
防
、

自
衛
隊
の
救
出
、
救
助
の
機
器
や
大
型
車
両

が
展
示
さ
れ
る
中
で
行
わ
れ
た
傷
病
者
搬
送

訓
練
で
会
員
た
ち
は
、
ト
リ
ア
ー
ジ
が
終

わ
っ
た
負
傷
者
を
担
架
で
離
れ
た
テ
ン
ト
内

に
次
々
に
搬
送
。
事
前
に
訓
練
内
容
が
知
ら

さ
れ
な
い
中
で
、
緊
迫
感
を
持
っ
て
汗
を
拭

き
な
が
ら
体
験
し
て
い
た
。

　

訓
練
終
了
後
は
隣
接
の
江
戸
東
京
た
て
も

の
園
で
昼
食
。
そ
の
後
、
施
設
内
の
昔
懐
か

し
い
建
物
を
見
て
回
っ
た
。

　

23
年
度
県
総
合
防
災
訓
練
は
9
月
10
日
、

高
崎
市
の
Ｊ
Ｒ
操
車
場
跡
地
で
実
施
さ
れ
、

会
員
、
事
務
局
員
20
人
が
参
加
し
た
。
今
年

も
直
下
型
地
震
の
発
生
で
多
数
の
建
物
倒
壊
、

土
砂
崩
落
、
火
災
な
ど
が
発
生
し
て
、
多
く

の
負
傷
者
が
出
た
ほ
か
、
電
気
や
水
道
、
ガ

ス
、
電
話
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
施
設
に
大
き
な

被
害
が
発
生
し
た
と
想
定
。被
災
者
の
救
出
、

救
助
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
応
急
復
旧
、
住
民

の
避
難
訓
練
な
ど
が
行
わ
れ
た
。

　

会
員
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
受
け
入
れ
訓
練
に

加
わ
り
、家
屋
内
外
に
散
乱
し
た
物
の
分
別
、

清
掃
、
泥
だ
し
な
ど
の
活
動
に
、
鈴
木
孝
尚

さ
ん
の
指
揮
の
も
と
、
て
き
ぱ
き
と
対
応
し

て
い
た
。

被
災
者
へ
の
想
い
を
語
り
合
う

12
旅
団
・
武
藤
氏
の
報
告
も

　

防
災
へ
の
関
心
を
高
め
て
も
ら
お
う
と
、

12
年
１
月
20
、
21
の
両
日
、
県
庁
で
危
機
管

理
フ
ェ
ア
が
開
か
れ
、
訪
れ
た
見
学
者
に
会

員
18
人
が
４
班
に
分
か
れ
て
災
害
で
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
説
明
し
た
。

　

会
場
に
は
警
察
や
消
防
、
自
衛
隊
、
気
象

台
な
ど
が
災
害
時
に
使
う
救
命
器
具
や
活
動

ぶ
り
を
紹
介
す
る
写
真
な
ど
が
展
示
さ
れ
た
。

ま
た
、
建
物
や
車
の
中
に
閉
じ
込
め
ら
れ
た

人
を
救
出
す
る
器
具
の
操
作
を
体
験
す
る
県

警
の
コ
ー
ナ
ー
隣
で
は
、
会
員
た
ち
が
東
日

本
大
震
災
の
経
験
談
を
話
し
、
そ
の
場
で
新

た
に
会
員
登
録
す
る
人
も
い
た
。

懸
命
に
傷
病
者
運
ぶ

東
京
で
の
防
災
訓
練

ボ
ラ
セ
ン
設
置
で
役
割

高
崎
で
県
総
合
防
災
訓
練

活
動
の
説
明
や
新
会
員
勧
誘
も

県
危
機
管
理
フ
ェ
ア


